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最終保存図書　作成要領　（避難性能評価）

１．最終保存図書の提出時期

大臣認定書受領後、1ヶ月以内に性能評価・試験事業部ご提出ください。

２．最終保存図書の内容

最終保存図書とは、

①性能評価用提出図書

　（委員会や部会で指摘された諸事項に関する、変更・修正・差替を反映したもの）

②追加検討資料

　（追加検討資料がある場合のみ）

③指摘事項回答書

　（報告委員会議事録を含む）

以上を添えた図書を指します。

別添は認定番号が付されたものとしてください。

次ページの保存資料作成時目次例を参考にしてください。

３．最終保存図書の提出方法

申請者は、「最終保存図書作成要領」に従って作成し、

最終保存図書のPDFデータをご提出ください。

確認後、パスワードを付けて、最終版をお送りいたします。

製本は、必要に応じてご準備ください。

当機関への持ち込みは不要ですが、当機関の「最終保存図書確認印」をご希望される場合は、

押印後返却いたします。

４．最終保存図書の装丁

表紙の仕様は、以下のいずれかで作成してください。

※表紙、背表紙の文字のレイアウトは、「最終保存図書の編集例」の図をご参照ください。

①金文字・黒表紙・ハードカバーorソフトカバー

②黒文字・簡易製本（くるみ製本）・ソフトカバー（色指定無し）

※「テープ製本」は不可とさせていただきます。

※差替えの出来ない製本にしてください。

※厚みが10ｃｍを超える場合はハードカバーを推奨いたします。

※大きい図面（青焼きは避けてください）等は折り込んでください。
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(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

（背表紙）

委員会名 ○○○○ 性能評価番号

性能評価番号 避難安全性能評価委員会

建築物名称

用途

建物名称

大臣認定取得年月

（性能評価年月）

大臣認定取得年月

申請者名、 （申請する委員会の年月）：申込時

設計者名 （報告する委員会の年月）：委員会報告時

大臣認定書（写し）

性能評価書（写し）※評価内容の概略を含む

性能評価申請書（写し）　（様式SH-避-A01）

目次

避難安全性能を検証するため図書

上記の計算に用いたデータ等の根拠となる資料

その他避難安全性能を評価するために必要な事項を記載した図書

追加検討資料

５．最終保存図書の編集要領（編集例）

○○

○○

○○

○○

建築計画の概要を記載した図書

建築設備計画の概要を記載した図書

○○

○○

○○

○○

○○

別添(認定番号が付されたもの）

（試験成績書、調査報告書、その他）

○○

○　　○

避難安全性能評価図書

○○

申請者：○○○○○○○○

（表紙）

○○

○○

○○

○　　○

○　　○

○　　○

（(4)以降は、報告委員会時にご提出いただいた資料です。）

建築設計図書（平面図（防火区画図と兼用）、立面図、断面図、

防災計画の概要を記載した図書

指摘事項回答書（委員会・部会を含む）＊報告委員会議事録は事務局にて作成し送付します。

○○○○○○○○○○○○

設計者：○○○○○○○○

○○年○月○日

（○○、○○、○○）

○○

及び建築物の各部分の詳細図、屋内仕上げ表等）
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